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住みよいまちに



　市民活動センターのミーティングスペースでは、リンパマッサージの普及などを進める市民活動団体「湘南リンパ四季の会」の会員らがイベントの打ち合わせをしています。センターは市内で活動する団体やボランティアらの活動拠点になっています。詳しくは特集ページへ。
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　市民活動センターは平成15年5月の開設以来、市民活動団体への情報の提供、相談業務などを通して、市民活動を支援しています。市民活動団体やボランティアは同センターを利用し、活発に活動を続け、住みよいまちづくりを進めています。

問：市民活動センター　電話：0463-21−7517
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　活動の打ち合わせをする市民活動団体の会員らの声でにぎわう市民活動センター。

　JR平塚駅南口から徒歩2分、JAビルかながわ2階にあるセンターは会議室や展示スペースなどがあり、市民活動やボランティアを支援する拠点として多くの市民に利用されています。

　10月末現在、センターには330の市民活動団体が登録しています。団体登録することでセンターウェブへの掲載や「ボランティア＆市民活動見本市」「市民活動センターまつり」（後記「イベントで市民活動をPR」を参照）の市民向けのイベントなどで、活動がPRできます。センターを所管する市協働推進課の山本夏枝主任は「団体の活動内容が市民に分かりにくいところがあります。外に活動をPRする機会を増やし、市民との壁をなくす支援をすることも私たちの役目です」と力強く話します。

　団体の紹介は市民向けだけではありません。団体間で情報を共有するため、センターでは年2回交流会を開催し、毎回30～40団体が参加します。「団体の方はセンターで顔を合わせることもありますが、実際にお互いがどんな活動をしているか分かりません」と話す山本主任。「つながりを深め、視野も広がると好評です」と話します。交流会でお互いの活動を知り合うことで、互いに協力する団体もいます。
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市民活動センターの役割を説明する山本主任




活動資金も助成

　センターに寄せられる相談は資金の確保や運営方法、会員の減少などさまざまです。

　最も多い相談の一つが活動資金の問題です。団体が市民活動をしていく上で活動資金は必要不可欠です。市が出資している公益信託「平塚市民活動ファンド」は、活動の活性化のために、入門コース10万円、発展コース50万円を助成しています。平成15年からこれまで延べ138団体が活用しています。

　「助成金だけではなく、団体が自らお金を集められるような支援もしています」と話す山本主任。センターでは財源講座をはじめ、団体の活性化やプロモーションなどをテーマにした講座を年6回開催し、団体の質の向上をサポートしています。





活動が見つかる

　市民活動センターは市民活動団体以外にも、サークルや同窓会などの一般団体や個人のボランティアが情報収集の場として利用しています。「私たちは市民活動団体とボランティアをつなぐ仕事もしています」と山本主任は話します。

センターには、福祉や環境など目的を持ってボランティアを探しに来る方だけではなく、漠然とボランティアをしたいという相談者も訪れます。「得意分野や活動時間など、じっくり話を聞いて、それぞれに見合った市民活動を紹介しています」と話します。

　センターでは毎年7月下旬～9月下旬に、中学生以上が団体の活動を体験するユースボランティアを実施しています。今年は57人の参加者がそれぞれ24団体の中から市民活動を体験しました。参加者の多くは高校生と大学生です。中学生は減少傾向にありますが、昨年から体験期間を1カ月長くしたことで、専門学生や社会人も参加でき、参加者層は広がっています。「熱心に活動する学生らが多くて、質は上がってきています」と山本主任は話します。






必要とされる喜び

　市民活動センターは10代の若者から80代以上の高齢者まで幅広く利用していますが、多くは50～60歳代です。

　市民活動団体の会員は、定年を迎えた方や子育てが一段落した主婦も多いと言います。「会員の中には『市民活動で誰かに必要とされたり、問題を解決するために考えたりすることで、健康でいられる』という方もいます。成果がダイレクトに返ってくる市民活動は、生きがいにもなっているのではないでしょうか」と山本主任はほほ笑みます。
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　原則、市民活動団体の登録が必要です。利用時間は午前9時～午後10時です。

ミーティングスペース　打ち合わせや交流の場として利用できます。（登録不要）

会議室　会議や研修に利用できます。ノート型パソコンやプロジェクターなども貸し出しています。

情報スペース　インターネットに接続しているパソコンが利用できます。（登録不要）

展示スペース　団体の活動報告など、1カ月間展示できます。（予約必要）

図書スペース　市民活動に関する図書や資料が閲覧できます。（登録不要）

掲示スペース　パンフレットやボランティア募集の案内などを掲示できます。（登録不要）



　その他、ロッカーや会議などの間に子どもを遊ばせるためのキッズルームなどがあります
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　市民活動センターに登録する市民活動団体は年々増加しています。センターの登録団体は、開設した平成15年度は175団体でしたが、26年度は325団体が登録しています。

　19分野の団体があり、幅広く活動しています。「保健、医療または福祉の増進」は最も多く99団体が登録しています。平塚市は湘南ベルマーレのホームタウンであることや多くの河川が流れる土地柄からスポーツや環境の分野も多いことが特徴です。センター開設年度と比較すると、「社会教育の推進」「まちづくりの推進」などの分野が大きく増加しています。団体数の増加は、市民ニーズが多様化していることを表しています。
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[image: 市民活動センターを利用する団体の活動]


楽しく日本語会話　カベラ日本語の会


　「あなたの趣味は何ですか」「私ノ趣味ハ野球ヲ見ルコトデス」。横内公民館（横内2506）の日本語教室に片言の日常会話が飛び交います。

　教えるのは市民活動団体「カベラ日本語の会」。横内団地に移り住んだインドシナ難民を支援するため平成4年5月に設立しました。インドシナは主にカンボジア・ベトナム・ラオスの3カ国で、同会の名前はこの3カ国の頭文字をとっています。

　設立当初は外国人が多く住む横内地区にある横内公民館で教室を始め、同年には中央公民館にも開設。平成15年に市民活動センターができたことで同センターに新たなクラスを開設しました。同会会員の永井祐子さんは「センターの研修室やロッカーを借りることができるので、新たに教室を開設しました」と話します。

　同会は毎年、市民活動センターが開く見本市で団体を紹介し、会員を募集しています。定年退職者や主婦など、毎年1～3人が入会。現在は30人います。

　三つの教室で約80人が受講する外国人は就職や日本語能力試験の合格、同じ出身国の人と交流するために受けている人もいて、目的や年齢、国籍もさまざまです。永井さんは「人は萎縮していると物事を覚えにくいと思います。なるべく笑って楽しんで日本語を覚えてもらいたいですね」とほほ笑みます。

[image: カベラ日本語の会1]
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兄弟のような存在に 平塚地区BBS会


「分からない問題あるから教えて-」

　吉沢公民館（上吉沢395）に響く児童の声。吉沢地区町内福祉村「ひだまりの里」が主催する寺子屋では、神奈川大学の学生らで構成する平塚地区BBS会が小学生に勉強を教えています。
　BBSはBigBrothersandSistersMovementの略称で、日本BBS連盟に加盟し、青少年に健全な発達支援などをする団体として平成16年に設立しました。

　「まず非行に走らせないための取り組みをしています」と話すのは会長を務める神奈川大学3年生の温井里奈子（ぬくいさなこ）さん。非行防止活動の一環として、平成23年から寺子屋を始めました。勉強の合間にはドッヂボールをして遊んだり、おやつを食べたりして、子どもたちのにぎやかな声は絶えません。

　同会は保護観察の少年の自立支援活動もしているため、専門的な知識が必要です。市民活動センターの会議室を利用し、定期的に勉強会などを開催し、会員のスキルアップをしています。「長期休みは学校が使えないので、センターのフリースペースを利用させてもらっています」と話します。

　現在59人が入会している同会。会員は講義やアルバイトなどの合間に、寺子屋などに教えにきます。

　「子どもの成長を見れてうれしいです。今後も少年らの姉や兄のような存在になれるよう、活動を続けていきたいですね」と温井さんは語ります。
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宿題を教える温井さん（右）



絆でつなぐランナー　木曜ランナーズ


　毎週木曜の夜に総合公園に集まる木曜ランナーズの会員。全盲や弱視の障がい者と健常者、約20人が1周約600メートルのランニングコースを一緒に走ります。「活動を始めた当時、木曜日は不思議と雨が降らなくてね。それが団体名の由来になったんだ」と内野慎吾会長は話します。

　木曜ランナーズは平成2年に社会福祉協議会が開催する福祉フェスティバルで、障がい者と伴走したことがきっかけで設立。

　練習では、障がい者と健常者が「絆」と言われるひもを手に持ち、障がい者のペースに合わせて並走します。「歩くことから始めた障がい者も、今では速い人だと1周3分台で走りますよ」と内野会長は笑顔を見せます。

　設立当時、会員は4～5人程度でしたが、活動が口コミで広がり、現在では45人に。「平均年齢は54歳と高齢化が進んでるけど、最近は中学生や高校生ら、若い参加者が増えている」と話します。

　木曜ランナーズは市民活動センターが募集するユースボランティアで毎年、学生ら若者を受け入れています。学生らはアイマスクをしてランニングするなどの体験を経て、障がい者と伴走します。体験期間が終わっても引き続き、伴走している学生らも多いそうです。「ユースボランティアを通して障がい者の気持ちを理解するきっかけになるのでは」と内野会長は話します。

　「走ることが夢だ」と話していた障がい者は、練習を重ね、今では自然に走れるようになりました。「『生きていてよかった』という言葉を聞いたり、汗を流して走る姿を見たりすると、何とも言えないやりがいを感じるんだよ」と笑顔を見せます。

[image: 木曜ランナーズ]



[image: 絆]





これからもボランティア


　市民活動センターまつりで来場者を案内する、高浜高校3年の荘埜澄英（そうのすみえ）さん（次写真）。「いろいろな人たちとの絆ができて楽しい」と話します。中学1年生の時に福祉委員になったことがきっかけでボランティアを始めました。

　中学校卒業後もボランティアをしたいという思いから、高浜高校の福祉教養コースへ進学しました。福祉教養コースは介護や保育の施設での体験実習などを積極的に取り入れています。

　市民活動センターで募集する市民活動団体の活動にも友達を誘って参加しています。夏休みにはユースボランティアで「湘南ベルマーレゲームボランティア」や子育て支援をする「NPO法人ワーカーズ・コレクティブきしゃポッポ」など7団体の活動を体験しました。「立ち仕事が多くて足腰が疲れるけど、学校では経験できない世代の違う人たちとの交流ができるので楽しいです」と笑顔を見せます。

　高校卒業後は学校やボランティア活動で学んだ経験を生かし、保育や介護の資格を取りたいと話す荘埜さん。「これからもボランティアを続けていきます」と力強く話します。

[image: ボランティア活動をする荘埜澄英（そうのすみえ）さん]




[image: イベントで市民活動をPR]

　市民活動センターでは、毎年、9月下旬に市民活動センターまつり、3月中旬にボランティア＆市民活動見本市を開催しています。

　市民活動センターまつりは約50団体が参加。今年は9月27日に開催し、各団体はマジック教室やダンス教室などの体験コーナーや展示などで活動を紹介しました。

　見本市は市民活動団体がそれぞれブースを出店し、活動を紹介するほか、ボランティアの心得などの講座を開催。「地域や社会のために何か役に立ちたい」という方と市民活動団体をつなげています。
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[image: パソコン操作を体験]

塗り絵を使ってパソコン操作を体験する参加者



[image: 平成26年度の平塚市決算報告]




　平成26年度の決算は歳入（収入）・歳出（支出）ともに前年度を上回りました。大型事業では、新庁舎建設事業の1期工事が完成し、新たなまちづくりの拠点となる新庁舎での業務を開始しました。

問：財政課　電話：0463-21-8765


[image: 一般会計]


一般会計


　862億9767万円の歳入に対し、歳出は819億4422万円でした。歳入・歳出のいずれも平成25年度に比べ増えています。

　平成27年度に繰り越した事業の財源を差し引いた実質収支は、36億9309万円の黒字でした。




歳入　2.8パーセント増

　新庁舎建設にかかる基金からの繰入金などが減少したものの、臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金に伴う国庫支出金や県支出金、市債の増加などにより、23億3507万円増えました。

市税（0.9パーセント増）

　前年度より4億251万円増えました。個人市民税は、3851万円の増加、法人市民税は3億3857万円、固定資産税は新築家屋の増加などから、1億778万円増えました。





歳出　2.4パーセント増

　環境事業センターの完成により、投資的経費が大幅に減少しましたが、扶助費の増加などにより、前年度より19億4598万円増えました。

扶助費（5.8パーセント増）

　児童手当の支給や保育所の運営、障がい者の福祉対策、生活保護費の支給など、社会保障にかかる費用です。26年度は臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金などにより、前年度より11億5300万円増えました。扶助費は増加傾向にあり、決算額は209億4736万円でした。歳出構成比で25.6パーセントと、最も大きな割合を占めています。

人件費（3.6パーセント増）

　市職員の給与や手当、退職金などにかかる費用です。定年退職者が増え退職手当が増加したことなどにより、前年度より5億2505万円増えました。

公債費（1.2パーセント増）

　市債の元利償還や一時的な借り入れをした場合の支払利息にかかる費用です。前年度より6095万円増えました。

投資的経費（10.4パーセント減）

　公共施設の整備などにかかる費用です。環境事業センターが完成したことなどにより、前年度より10億806万円減りました。


[image: 新庁舎]

平成26年7月から新庁舎での業務を開始しました


特別会計


　七つの特別会計の歳出の合計は732億2417万円で、前年度より1799万円（0.02パーセント）減りました。

　実質収支は、合計で16億7793万円の黒字でした。

▼競輪事業

　効果的な広報活動などで、収入を確保し、一般会計に2億5000万円を繰り出しました。

▼国民健康保険事業

　一般会計から28億6872万円を繰り入れました。歳入に占める保険税収入済額の割合は22.3パーセントでした。

▼下水道事業

　一般会計から39億7000万円を繰り入れ、市債を4億9860万円借り入れました。市債の借入残高は489億8727万円です。

▼介護保険事業

　一般会計から22億3104万円を繰り入れました。歳入に占める保険料の割合は21.5パーセントでした。

▼農業集落排水事業

　土屋地区と吉沢地区の汚水処理施設を整備する事業です。一般会計から1億500万円を繰り入れ、市債を2億9280万円借り入れました。市債の借入残高は21億1460万円です。

▼後期高齢者医療事業

　一般会計から4億3962万円を繰り入れました。歳入に占める保険料の割合は73.6パーセントでした。


[image: 特別会計（表）]



市民病院


　病院事業会計の総収益は115億4890万円、総費用は118億8104万円でした。

　受診すべき診療科が明確でない患者の最初の窓口となる「総合診療科外来」や、入院時の事務を効率化する「入院受付センター」を設置するなど、安心して医療を受けられる体制を整えました。また、「高周波手術装置」などの高度医療機器を導入し、より安全な医療体制を整えました。

　一般会計からの繰り入れは10億796万円、企業債現在高は41億9138万円です。





市全体の市債現在高は減少


市債現在高（1.0パーセント減）

　市債は市の借金です。学校や道路など多額の費用が必要で、長期間利用する施設を整備する場合や、財源が足りないときに、国や金融機関などから借り入れます。

　一般会計・特別会計・病院事業会計を合わせた市全体の市債現在高は1085億8616万円となり、前年度より11億1177万円減りました。

　一般会計では、前年度より5億420万円多い60億4410万円を借り入れました。市債現在高は532億9292万円で、前年度より15億2537万円増えました。

財政調整基金（11.3パーセント減）

　基金は市の貯金です。年度間の財源の不均衡を調整するために、財政調整基金として積み立てています。26年度は25年度より7億9823万円減り、基金の現在高は62億9194万円になりました。

　庁舎建設基金など市全体の基金の現在高は188億9197万円です。




将来を見据えた財政運営


　自治体の経営能力を測る指標として『健全化判断比率』があり、四つの指標で早期健全化などの必要性を判断します。

　比率の算定が始まった平成19年度から8期連続でいずれの指標についても早期健全化基準を下回っています。また、公営企業の健全度を示す「資金不足比率」も資金不足がないため、比率が算定されませんでした。

　この指標からは平塚市の財政がすぐに破綻する心配はないと見て取れます。しかし、社会保障関係費の増加、公共施設の維持管理など、今後も歳出は増加が見込まれています。そのため、引き続き健全な財政運営が求められます。

[image: 市の財政健全化判断比率と資金不足比率（平成26年度決算）]




財政健全化で年間5億9,100万円の成果


主な取り組みと効果額

歳出削減額の合計　1億8,033万円

・人件費の削減（市長らの給与や、職員の手当の削減など）　5,944万円

・行政運営経費の削減（事務事業の整理・合理化など）　2,460万円

・民間活力の活用（指定管理者制度の導入やDBO方式による運営など）　7,470万円など

歳入確保額の合計　4億1,162万円

・市税などの収入の確保（市税収納率の向上など）　3億2,203万円

・受益者負担の適正化（使用料などの見直し）　743万円

・その他の収入の確保（ネーミングライツ料収入の確保など）　8,216万円

問：企画政策課　電話：0463-21-8797




主な事業と決算額


◆子育て・教育環境の整備

地域子育て支援推進事業　3,993万円。子育て支援センター事業やつどいの広場事業（次写真）などで、子育て中の不安や疑問への相談援助をしました。

公立園幼保一元化推進事業　556万円。港幼稚園と須賀保育園を統合して、（仮称）港地区認定こども園を設置するための実施計画を進めました。

小学校運営事業　3億1,530万円・中学校運営事業　1億7,450万円。児童生徒の安全を守るため、市内の小・中学校43校すべてに防犯カメラの設置などをしました。

中学校施設管理事業　4億191万円。市内の中学校15校すべての図書室と音楽室に空調設備を設置して、快適な学習環境を整えました。

◆商業・産業支援

商店等魅力アップ推進事業　136万円。伝統的な技術や独自のサービスがある9店舗を「匠の店」として、初めて認定しました。

企業立地等促進事業　5,905万円。企業の誘致などのため、事業所の新増設や環境設備の設置へ助成しました。また、市内事業者への発注を促す新たな助成制度を始めました。

◆美しいまちづくり

道路施設維持管理事業　5億289万円。道路の安全性を保つとともに、「バラを始めとした花のまちづくり」の一環として、JR平塚駅北口広場や駅前大通り線にバラを植えました。

ごみ収集運搬事業　1億1,336万円。小型家電と蛍光管の分別収集を始めました。

◆防犯・防災体制の強化

防犯施設整備事業　7,816万円。市が管理する防犯街路灯をリース方式により一括LED化するなどしました。

風水害対策事業　3,080万円。県による土砂災害警戒区域の指定を受け、適切な避難行動に役立てるため、土砂災害ハザードマップを作成し、市内全戸への配布などをしました。

◆地域での暮らしを支える

成年後見利用支援センター設置事業　1,805万円。成年後見制度に関する相談や普及啓発、市民後見人の養成や支援の拠点となるセンターを平成26年9月15日に開設しました。また、県などと共同で研修をしました。

◆高齢者支援の充実

高齢者生活支援事業　2,879万円。在宅時緊急通報システムの鍵預かりシステムを導入するなど、高齢者の見守り体制を強化しました。


[image: つどいの広場事業]

二つの大型事業


平成26年度の決算額は次のとおりです。

・市役所の新庁舎建設事業　37億6,315万円

・市民病院整備事業　10億8,250万円






応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、11月24日（火）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


原爆被爆体験をきく会

　12月5日（土）午前10時～正午。大野公民館（東真土2-12-1）。100人（先着順・小学校3年生以下は保護者同伴）。

募：必要事項（小学生以下は年齢も）を、電話・ファクス・メールで、行政総務課　電話：0463-21-9754　FAX：23-9467　メール：somu@へ


[image: 原爆被爆体験をきく会]

平和について考えましょう



再生家具を提供します

　粗大ごみから再生可能な家具を修理・再生して、提供します。50個程度（抽選）。1人1点。修理費用程度を負担。

募：12月1日（火）～7日（月）、午前9時～午後4時（7日は正午まで）に、四之宮7-3-5のリサイクルプラザ　電話：0463-51-5301で現物を確認して、申込書を直接、同プラザへ。






子ども竹細工教室

　12月19日（土）午前10時～正午。青少年会館。市内在住の小学校3～6年生20人（抽選・初めての方を優先）。水彩絵の具・はさみ。500円。汚れてもよい服装でお越しください。

募：教室名・必要事項・学年・参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールで、12月3日（木）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。






クリスマスキャンプ

　びわ青少年の家（土屋2710-1）で、ジュニアリーダーと一緒に過ごします。

　12月24日（木）午後2時30分～25日（金）午後5時。青少年会館集合・解散（びわ青少年の家に直接行く方は、24日午後3時集合。解散は青少年会館）。市内在住の小学校6年生36人（抽選）。1000円。

募：イベント名・必要事項・学校名を、ファクス・メールまたは直接、12月3日（木）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。




市民アカデミー講座

　ネーティブ講師が英語を初めて学ぶ子どもに教えます。楽しく英語に触れませんか。

　12月12日～平成28年1月30日の土曜日、全6回、午前10時～11時など。1月30日は中央公民館まつりで成果発表をします。中央公民館。市内在住の小学校3・4年生20人（抽選・初めての方を優先）。300円。

募：保護者・子どもの必要事項、子どもの学年を、はがき・メールまたは直接、平成27年11月27日（金）までに、〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111　メール：chuo-k@へ




多重債務相談会


　認定司法書士と生活支援相談員に相談できます。

　12月8日（火）午後1時～4時。本館5階市民情報・相談課。4人（先着順）。1人45分。

募：電話または直接、市民情報・相談課　電話：0463-21-8764へ。




援農ボランティア

　市内の農家で、農作業を手伝いませんか。

　次の条件を全て満たす方①高校生を除く18歳以上で健康②市内在住③援農研修に3回参加できる。

　作業の時間や内容は受け入れ農家によって変わります。詳しくは市ウェブをご覧ください。

募：豊原分庁舎2号館2階の農水産課　電話：0463-35-8103や市ウェブにある申込書を、電話連絡の上直接、同課へ。






住基カードの交付を終了します



　平成28年1月からの個人番号カード（マイナンバーカード）の交付開始に伴い、住民基本台帳カード（住基カード）と公的個人認証（電子証明書）の交付を平成27年12月で終了します。

　引き続き必要な方は、交付終了日までに更新手続きなどをしてください。

　即日交付の方　受付終了日住基12月26日（土）電子22日（火）。

　即日交付できない方　受付終了日住基21日（月）電子17日（木）　交付終了日住基26日（土）電子22日（火）。

　26日（土）は、窓口は正午までです。

問：市民課　電話：0463-21-8773







歌舞伎とコンサートを鑑賞しませんか



　中央公民館。午後6時開演。全席指定。

	①歌舞伎フォーラム公演「棒しばり」（次写真）、「応挙の幽霊」を演じます。

　平成28年3月4日（金）。3,000円。

[image: 歌舞伎フォーラム講演]




②TSUKEMEN　LIVE

　バイオリン2丁とピアノのコンサートです。

　3月18日（金）。3,500円。3歳未満は入場できません。

　チケットは①平成27年11月22日（日）②28日（土）の午前10時から、市民センター内の文化事業課　電話：0463-32-2237などで販売。電話予約は①11月25日（水）②12月1日（火）の午前8時30分から文化事業課へ。

問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237






お知らせ




まちぐるみ大清掃

　11月22日（日）午前8時開始。雨天の場合は29日（日）に延期。29日も雨の場合は中止。延期や中止のお知らせはFM湘南ナパサ78・3メガヘルツで、当日の午前7時～7時15分に放送します。

問：循環型社会推進課　電話：0463-21-8796





全国瞬時警報システム（Jアラート）の試験放送

　1月25日（水）午前11時、市内全域の防災行政用無線から、試験放送を流します。

問：危機管理課　電話：0463-21-9863





西部祭

　サークルの展示や模擬店などがあります。

　11月29日（日）午前9時30分～午後3時30分。西部福祉会館（公所868）。

問：西部福祉会館　電話：0463-50-5525





くるりんまつり

　ミニフリーマーケット（雨天中止）や古着・古本市などをします。

　12月5日（土）午前9時～午後2時。リサイクルプラザ（四之宮7-3-5）。

問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301





八幡山の洋館でクリスマスフェスタ

　洋館を利用している40団体によるコンサートです。

　12月5日（土）・6日（日）、午前10時～午後6時45分（6日は午後5時55分まで）。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。60人（当日先着順）。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124




湘南国際マラソンで国道134号などを通行止め

　コースとなる国道134号などが通行止めになります。周辺の道路は混雑が予想されます。国道1号など、ほかの道路にう回をしてください。

　12月6日（日）午前8時～午後3時45分（大磯町の一部は午前6時～午後4時30分）。

問：湘南国際マラソン実行委員会　電話：0463-70-6667





サロンdeWINEシンポジウム

　地域企業・住民・大学を結ぶシンポジウムを開きます。

　11月21日（土）午後2時～5時。平塚プレジール（八重咲町3-8）。

問：サロンdeWINE　電話：0463-31-7118




東海大学湘南公開セミナー

　「楽しい職場環境づくり　ディズニーランドに学ぶ」をテーマに講演をします。

　12月7日（月）午後5時開場。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。500人（当日先着順）。

問：東海大学湘南公開セミナー委員会　電話：0463-58-1211内線5509








スターライトフェスティバル



　11月28日（土）～12月27日（日）に中心商店街をイルミネーションが彩ります。午後10時まで。

点灯式　11月28日午後4時開始。紅谷町まちかど広場（紅谷町12-21）。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107


[image: 動画を見る]
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[image: 子どもの健康12月]



　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111





◆母親父親教室

★妊娠中の過ごし方や栄養、歯の衛生など。19日（土）午後1時30分～3時30分。妊婦とその家族。

★お産の進み方と産後の過ごし方など。祖父母教室もあります。　11日（金）午後1時30分～3時15分。妊娠8カ月以降の方とその家族。

★プレママ＆パパ　クッキング教室（予約制）　12日（土）午前10時30分～午後0時30分。妊婦とその家族。




◆乳児の個別健康診査

　実施医療機関へ直接お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。




◆歯科健康診査（予約制）

　2日（水）午後1時～2時30分、17日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。





◆育児相談

　身体計測や歯の衛生など。　2日・9日・16日の水曜日、午前9時30分～10時30分。





◆すくすく子育て教室（予約制）

　赤ちゃんの病気と育児など。ブックスタートもあります。　16日（水）午後1時30分～3時。5～6カ月児。







◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）

　12日（土）午前10時～11時。8～12カ月児。歯みがき準備期編。







◆離乳食教室（予約制）

離乳食の進め方など成長に合わせたコースです。

★5～6カ月児　22日（火）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　4日と25日の金曜日、午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　18日（金）午前10時30分～11時30分。





健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



保育園児を募集します

　平成28年4月に市内の保育園へ入園を希望する方の申し込みを受け付けます。

　園の一覧や定員など詳しくは、市ウェブをご覧ください。

募：本館7階の保育課　電話：0463-21-9612や各保育園、市ウェブにある申込書を平成27年12月1日（火）～28日（月）の平日、午前8時30分～午後5時に、直接、同課へ。





12月は心身障がい者福祉手当の振り込み月です

　受給している方が転居・死亡・施設入所した場合や、振込口座を変更する場合は、届け出が必要です。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774





地域支援事業の説明会

　新しく始まる介護予防・日常生活支援総合事業の内容を説明します。

　12月18日（金）午後6時30分～8時。保健センター。市が実施する地域支援事業のサービス提供を検討している事業所・団体。

募：市ウェブにある参加申込書を、ファクス・メールで、12月11日（金）までに、高齢福祉課　電話：0463-21-9621　FAX：21-9616　メール：kourei@へ。





くすの木体操講習会

　12月4日（金）午後1時30分～3時。松が丘公民館（東中原2-17-19）。飲み物・タオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111


[image: くすの木体操講習会]

音楽に合わせて体を動かします




健康推進員と一緒に歩こう

　市内の紅葉を巡ります。

　12月1日（火）午前9時～午後0時30分。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は2日（水）に延期。2日も50パーセント以上の場合は中止。見附台公園（見附町16-3）集合・解散。約7・2㌖。飲み物・タオル・帽子・雨具・お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111





認知症サポーター養成講座

　認知症への理解を深めましょう。

　12月1日（火）午前10時～11時30分。吉沢公民館（上吉沢395）。市内在住・在勤の方30人（先着順）。筆記用具・飲み物。

募：電話で、高齢者よろず相談センターひらつかにし　電話：0463-59-5544へ。





わかちあい交流会

　大切な方を自死で亡くされた方の集いです。参加者がプライバシーを尊重しながら、気持ちを語り合います。

　12月3日（木）午後2時～4時。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。

問：福祉総務課　電話：0463-21-8779











日赤救急法講習会



　中央公民館・勤労会館。検定試験があります。抽選。

①救急法基礎と救急法救急員の養成　心停止の1次救命処置などを学びます。平成28年1月17日（日）・23日（土）・24日（日）、全3回、午前9時30分～午後5時30分。中学生を除く15歳以上の方20人。3,200円。

②救急法救急員の養成　手当や搬送方法などを学びます。1月17日（日）午後2時40分～5時30分、23日（土）・24日（日）、午前9時30分～午後5時30分、全3回。救急法基礎講習を修了している方10人。1,700円。

③幼児安全法支援員の養成　子どもに起こりやすい事故や病気の予防法などを学びます。1月23日（土）・24日（日）、全2回、午前9時30分～午後5時30分。中学生を除く15歳以上の方20人。1,800円。

④幼児安全法支援員の資格継続研修　1月17日（日）正午～午後4時。資格があり、認定の有効期限が1年未満の方20人。800円。

募：①③は講習会名・開催日程の初日・必要事項・生年月日を、はがきで②④は講習名・開催日程の初日・必要事項・生年月日・以前に取得した認定証の写し（両面）を、郵送で、平成27年12月11日（金）までに、福祉総務課　電話：0463-21-9862へ。認定証を紛失した場合は事前に日赤神奈川県支部　電話：045-681-2123で再発行の手続きをしてください。







バスケットボールを観戦しよう




　トッケイセキュリティ平塚総合体育館。チケットは各プレイガイドで販売。

	①ナショナルバスケットボールリーグ　
　東芝ブレイブサンダース神奈川-アイシンシーホース三河。12月5日（土）・6日（日）、午後2時試合開始。スタンド自由席一般2,000円など。

	②Wリーグ（次写真）　富士通レッドウェーブ-JX-ENEOS。12日（土）午後2時試合開始。スタンド席一般2,000円など。市内の小学生はドリームパスポートを使って無料で観戦できます。

●チケットプレゼント

　②のチケット50枚を市内在住の方（先着順・1人2枚まで）へ差し上げます。

募：住所記載の身分証明証を持って、直接、11月20日（金）から、午前
8時30分～午後
5時に、総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233へ。

[image: バスケットボール]






スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



市内駅伝競走大会

　平成28年1月10日（日）午前8時15分から開会式、9時にShonanBMWスタジアム平塚をスタート。雨・雪天決行。

①地区対抗の部　6区間32.1キロメートル。登録選手は11人以内。平成27年10月1日以前から出場地区在住の高校生以上（女子区間は中学生以上）の方で編成したチーム。

②実業団対抗の部　5区間29.9キロメートル。選手登録は9人以内。10月1日以前から市内の事業所に勤務している方で編成したチーム。

募：〒254-0074大原1-1バッティングパレス相石スタジアムひらつか内のスポーツ課　電話：0463-31-3060　FAX：31-9640　メール：sports@や市ウェブなどにある申込書を、12月4日（金）午後5時までに、①は直接、各地区体育振興会へ②は郵送・ファクス・メールまたは直接、同課へ






上級者向けの卓球教室

　12月6日（日）午前10時～正午と午後1時～3時。西部福祉会館（公所868）。市内在住の60歳以上で卓球の競技経験がある方、各10人（先着順）。飲み物・タオル・室内用運動靴。ジーンズは避け、動きやすい服装でお越しください。

募：電話または直接、11月20日（金）から、西部福祉会館　電話：0463-50-5525へ。





親子でダンス教室

　12月17日（木）午前9時30分～10時30分。ひらつかサン・ライフアリーナ。小学生以下の子どもと保護者25組（抽選）。500円。

募：教室名・必要事項・年齢を、はがき（1組1枚）で、12月5日（土）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも応募できます。







お知らせ掲示板




なんでも相談会

　これからの生活に不安を抱える方らの相談を多業種の会員がお受けします。

　11月28日（土）午前10時～午後4時。平塚ラスカ6階ラスカホール（宝町1-1）。

問：平塚湘南ロータリークラブ　電話：0463-51-4870







平塚ウインドオーケストラのクリスマスコンサート

　映画音楽やミュージカル音楽を演奏します。

　12月19日（土）午後1時30分開場。中央公民館。前売り券500円、当日券700円。

問：平塚ウインドオーケストラの渡邉（わたなべ）　電話：080-3099-5929（午後7時～10時）





[image: まちの話題写真リポート]



最新技術が目の前に

　湘南ひらつかテクノフェアが10月22日～24日、ひらつかサン・ライフアリーナでありました。

　106の企業・団体が出展し、製品や最新技術などを紹介しました。3Dプリンターの展示ブースでは、多くの人が足を止めて見学していました。

[image: 湘南ひらつかテクノフェア]







大きな牛にびっくり

　10月14日、浅間緑地で市畜産共進会がありました。乳牛の品評会では、見学に訪れた園児が本物の牛の姿に歓声をあげていました。

[image: 市畜産共進会]





ホーム最終戦を勝利で飾る

　1万4,227人が詰め掛けたスタジアムに響く、地鳴りのような歓声-。

　湘南ベルマーレのホーム最終戦が10月24日、ShonanBMWスタジアム平塚でありました。鹿島アントラーズと対戦したベルマーレは、古林将太選手のボレーシュートなどが決まり2-1で勝利。

　試合後には多くのサポーターがスタンドに残り、来シーズンもJ1で戦う選手らに熱い声援を送っていました。

[image: 湘南ベルマーレのホーム最終戦]









1000面で対局

　湘南ひらつか囲碁まつりが10月11日、湘南スターモールでありました。20回目の今回はメーンイベントの多面打ち大会をこれまでの500面打ち2回から1000面打ち1回に拡大し、110人のプロ棋士が出場。訪れた囲碁愛好者は対局に真剣な表情で挑みました。

[image: 湘南ひらつか囲碁まつり1]

[image: 湘南ひらつか囲碁まつり2]







みんなの笑顔が集まる

　10周年を迎えた、紅谷町のつどいの広場もこもこで、11月4日～10日、アコーディオンのコンサートなどがありました。

　イベントに訪れたお母さんは「近所に年の近い子どもがいないのでよく利用しています。ここで年上のお兄さんやお姉さんに会えるのが良い刺激になっています」と話していました。

[image: アコーディオンのコンサート]






自慢の逸品が勢ぞろい

　3市合同物産展が11月5日～8日、市民プラザでありました。会場に友好都市の岐阜県高山市・岩手県花巻市・静岡県伊豆市の名産品が並びました。

　ラーメンの実演販売や漬物、干ししいたけなどの試食などもあり、訪れた方は調理方法などを聞きながら、買い物を楽しんでいました。

[image: 3市合同物産展]







[image: 落合克宏　市長こらむ]


4半世紀の友情をさらに前進させよう



　アメリカ合衆国カンザス州ローレンス市から姉妹都市提携25周年記念訪問団9人が10月19日～23日に、平塚市を訪れました。

　平塚市とローレンス市は1990年に姉妹都市提携の盟約を結びました。以来25年間、およそ5年ごとに公式訪問団を相互派遣しています。また、ローレンス市にあるカンザス大学（KU）と平塚市にある神奈川大学（KU）が交流を進めるほか、青少年の相互交流も毎年実施しています。今年もローレンス市の中高生16人が七夕まつりの時期に平塚市を、平塚市の中高生16人が夏休みにローレンス市を訪れました。

　ローレンス市姉妹都市諮問委員会委員長で、今回の訪問団団長も務めたケリー・ショルツさんは、あいさつで「国際姉妹都市の使命は互いを尊重しあう中で平和、理解、協力を奨励すること」と話しました。そして「芸術や音楽交流など、将来のさらなる協力」を提案しました。平塚市長として、この提案に賛成するとともに、両市の交流をさらに前進させていきたいという思いを強くしました。

　ローレンス市からは、記念品としてローレンス在住の切り絵作家であるアンジー・ピックマンさんの作品を平塚市に寄贈していただきました。平塚市民を代表して感謝申し上げるとともに、市役所本館7階に設けたローレンスコーナーに展示して、広く市民の皆さんにご覧いただきたいと思っています。

　ところで、今回の訪問団の皆様は、平塚市出身で大相撲高砂部屋の朝弁慶関と対面したり、ちょうど開催されていた湘南ひらつかテクノフェアを見学したりしました。新たな平塚市の魅力を感じていただけたのではないかと思っています。

　今回の交流を通して、あらためて両市の絆を実感しました。次の節目の30周年には、さらに多くの両市市民の皆さんが交流の輪に加わり、親交を深めることを願っています。





[image: 姉妹都市　訪問団との交流]

力士の朝弁慶関と対面した訪問団からは、喜びの声が上がっていました。






次回納期の市税・手数料



①固定資産税（第4期）

②国民健康保険税（第6期）

③後期高齢者医療保険料（第5期）

④介護保険